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課室名:課室名:社会福祉課

内線:内線:3281

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成21年度～
平成26年度

会計 款 項 目

一般会
計

社会福
祉費

民生費 社会福祉総務
費

説明事業

緊急雇用創出基金市町村補助事業費

戦略項目

担当名:担当名:保護担当

埼玉県緊急雇用創出基金条例

020201　就業支援と雇用の拡大

予算額

決定額 △72,736△72,736

現計額 1,157,0011,157,001

△72,736△72,736

1,157,0011,157,001

1,084,2651,084,265

補正後の
予算額

財　　源　　内　　訳

繰入金
一般財源

番号

緊急雇用創出基金市町村補助事業費（住まい対策関係）

１　事業の概要

　現在の厳しい雇用情勢を踏まえ、貧困・困窮者支援の

ため、国からの交付金を財源とする補助金を交付する。

（１）緊急雇用創出基金市町村補助事業費（住まい対

　　　策関係）　△72,736千円

〔減額理由〕

　住宅支援給付の受給者が、当初見込みの2,293人より

も少ない1,082人に止まる見通しなどから減額するもの

２　事業主体及び負担区分

　（県10/10）市0

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×0.8人＝7,600千円

５　事業説明
（１）事業内容
　ア　離職者支援特別対策事業（住宅支援給付事業）
　　　離職者であって就労能力及び就労意欲のある者のうち､住宅を喪失している者等に対して住宅支援給付を支給する｡
　　　また、住宅確保・就労支援員による再就職支援を行うことにより、住宅及び就労機会の確保に向けた支援を行う。
　イ　就労・自立支援対策事業
　　　福祉事務所に就労支援員を配置し、就労のサポートが必要な生活保護受給者に対し、ハローワーク等と連携して求
　　職活動等の支援を行う。
　ウ　ホームレス等貧困・困窮者の「絆」再生事業
　　・ホームレス総合相談推進事業
　　　　ホームレスに対して、生活相談などの巡回相談を行う。
　　・ホームレス緊急一時宿泊事業
　　　　ホームレス等に緊急一時的な宿泊場所を提供するとともに、自立するための援助を行う。
（２）事業実績（見込み）
　ア　離職者支援特別対策事業（住宅支援給付事業）（当初）住宅支援給付受給者 2,293名分 → （補正後）1,082名分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   891,258千円 →         467,174千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　    251,373千円 →　　　　 541,745千円

　　　厚生労働省による取扱変更に伴い、補助対象事業が広がったため。       290,372千円

　イ　就労・自立支援対策事業　　　　　　　　　　（当初）就労支援員　　　 　　 82名分 → （補正後）　 80名分

　ウ　ホームレス等貧困・困窮者の「絆」再生事業
　　　　　　　　　　　ホームレス総合相談推進事業（当初）実施市     　　　　　 　 3市 → （補正後）　　　3市
　　　　　　　　　　　ホームレス緊急一時宿泊事業（当初）実施市　     　　　　    1市 → （補正後）　　　1市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　   14,370千円 →　　　　　75,346千円
（３）減額理由（金額）
　ア　離職者支援特別対策事業（住宅支援給付事業）
　　　住宅支援給付受給者が当初見込みより減少する見通しのため。　　 　　△424,084千円
　イ　就労・自立支援対策事業

(単位：千円)

である。

　ウ　ホームレス等貧困・困窮者の「絆」再生事業
　　　厚生労働省による取扱変更に伴い、補助対象事業が広がったため。　　　  60,976千円

分野施策


